
－ 125 －

第 3部　有明海・八代海沿岸地域における古墳時代墓制の研究

第 4章　熊本県地域の古墳における土器使用の受容と変遷

木 村　龍 生 

　はじめに

　古墳では、被葬者を葬る際に墳丘上などで土器を用いた祭祀を行ったとされる。その祭祀で使用された土

器は、墳丘上や周溝内から破砕された状態で出土することから、祭祀後に破壊して廃棄されたものと考えら

れている。また、古墳の主体部が竪穴式石槨や石棺直葬などから横穴式石室に変わると、土器は石室内から

供献されたような状態で破壊されずに出土することもある。この場合、土器は墳丘上での祭祀とは異なる意

味合いで使用されていたものと考えられる。

　このような古墳において祭祀などのために土器が使用される例は、全国の古墳で普遍的に認められる現象

である。しかし、それがいつからはじまり、どのように変わっていったかについては、地域ごとの差異があ

るように思われる。熊本の場合、以前から中原幹彦氏や筆者が指摘しているように、6 世紀以降の古墳から

出土する須恵器の器種組成が、県北と県央以南では異なる傾向があることが認められる［中原 2000，中原・

木村 2002］。このことから、比較的小さな地域においても古墳における土器の使用状況の差異、つまりは古

墳での祭祀において、一見すると土器を使用し破砕して廃棄するという共通性が存在する裏に、地域ごとに

異なった器種を使うという何らかの精神性の相違があったということがいえるのではないかと考えたわけで

ある。

　以上のような観点から、本論ではまず、熊本県地域の古墳における土器の使用状況を時期ごと、地域ごと

に概観し、土器が古墳に受容されたのはいつか、古墳における土器の使用がどのように変わっていったのか、

地域ごとに相違が認められるのか、その原因は何なのかについて、検討していくこととする。

　1　熊本県地域の主要古墳出土土器の状況

　まず、熊本県下の主要古墳で、それなりの量の土器が出土している古墳をピックアップし、その状況を見

ていくこととする。なお、墳丘上に樹立される埴輪についても、壺形埴輪と土師器底部穿孔壺など関連性の

高いものもあること、また形象埴輪の樹立も墳丘での祭祀の一形態であることから、その有無について考慮

した。そのため、土器があまりないが埴輪が多い古墳も一部ピックアップしている。また、すべて報告書な

どの報告に基づいて記載しているため、実際は土器が出土しているのにページ数の関係などで未報告である

資料があった場合、それについては個体数のカウントはしていない。

　それでは、対象となる古墳について、まずは列挙していくこととする。

　弁天山古墳　　宇城市不知火町に所在する墳長 53.5m の前方後円墳で、内部主体は割竹形木棺である。土

器はクビレ部付近から、土師器甕、壺、底部穿孔壺、小形丸底土器が出土している。底部穿孔壺は壺形埴輪

と考えられる。前方後円墳集成編年（以下、集成編年という）2期に位置づけられる。

　楠木山古墳　　八代市に所在する直径約 20m の円墳で、内部主体は竪穴式石槨である。土器は石槨内から、

土師器壺が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 2期に位置づけられる。

　天水大塚古墳　　玉名市天水町に所在する墳長約 90m の前方後円墳で、内部主体は舟形石棺である。土器

はクビレ部・後円部の墳丘から、土師器壺、底部穿孔壺、甕、高坏、器台が出土している。埴輪は壺形埴輪
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が存在する。なお、壺形土器とされているもののいくつかは壺形埴輪の可能性が高い。集成編年 3 期に位置

づけられる。

　潤野 3 号墳　　宇土市に所在する墳長 39m の前方後円墳で、内部主体は粘土郭に割竹形木棺と考えられて

いる。土器は主体部上から、土師器壺、小形丸底壺、高坏、器台が出土している。埴輪は存在しない。集成

編年 3期に位置づけられる。

　向野田古墳　　宇土市に所在する墳長 86m の前方後円墳で、内部主体は竪穴式石槨である。土器は墳丘上

から土師器壺が出土しているが、これは朝顔形円筒埴輪の口縁部の可能性もある。埴輪は円筒埴輪が存在す

る。集成編年 4 期に位置づけられる。

　スリバチ山古墳　　宇土市に所在する墳長 96m の前方後円墳で、内部主体は不明である。土器はクビレ部

斜面から、土師器壺が出土している。埴輪は壺形埴輪が存在する。集成編年 4期に位置づけられる。

　院塚古墳　　玉名市に所在する墳長 78m の前方後円墳で、舟形石棺のほか複数の埋葬施設がある。土器は

墳裾や墳頂から、土師器の底部穿孔壺が出土している。埴輪は壺形埴輪が存在する。集成編年 4 期に位置づ

けられる。

　羽山塚古墳　　熊本市北区北部町に所在する直径 25m の円墳で、内部主体は不明である。土器は周溝内か

ら、土師器壺、底部穿孔壺、高坏が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 5期に位置づけられる。

　丸山 7 号墳　　熊本市南区城南町に所在する直径約 20m の円墳で、内部主体は不明である。土器は周溝内

から、土師器壺、底部穿孔壺、小形丸底壺、甕、坏、高坏が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 5

期に位置づけられる。

　竈門寺原 1 号墳　　和水町に所在する直径 13.5m の円墳で、内部主体は妻入横口式家形石棺である。土器

は主体部と周溝から、土師器の椀、高坏、壺、小形丸底壺、須恵器の樽形𤭯、𤭯、壺が出土している。埴輪

は存在しない。集成編年 7期前半（TK216 型式併行期）に位置づけられる。

　慈恩寺経塚古墳　　熊本市北区植木町に所在する直径 53m の円墳で、内部主体は舟形石棺である。土器は

出土しておらず、墳丘上で壺形埴輪と円筒埴輪が出土している。集成編年 7 期前半（TK216 型式併行期）に

位置づけられる。

　長目塚古墳　　阿蘇市一の宮町に所在する墳長 111.5m の前方後円墳で、前方部の内部主体である竪穴式

石槨が調査されている。墳丘から、土師器の甕、椀、高坏、須恵器高坏、器台、𤭯、壺、甕が出土している。

埴輪は壺形埴輪と円筒埴輪が出土している。ただし、埴輪と須恵器には時期差がある。埴輪は集成編年 5期

ごろのものと考えられるが、須恵器は集成編年 7 期前半（TK216 型式併行期）に位置づけられる。前方部石

室から出土した鉄鏃を見ると長頸鏃が多く、須恵器の時期と一致する。このことから、須恵器は前方部埋葬

時に行われた祭祀に用いられたものと考えられる。

　琵琶塚古墳　　熊本市南区城南町に所在する墳長 51m の前方後円墳で、内部主体は不明である。土器は周

溝から、土師器の壺、高坏、須恵器の壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪が存在する。集成編年 7期前

半（TK216 型式併行期）に位置づけられる。

　高熊古墳　　熊本市北区植木町に所在する墳長 72m の前方後円墳で、内部主体は不明である。土器は周溝

から、須恵器の器台が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（家、人物）が存在する。集成編年 7期後

半（TK208 型式併行期）に位置づけられる。

　石川山 9 号墳　　熊本市北区植木町に所在する直径 13m の円墳で、内部主体は家形石棺である。土器は周

溝から、土師器の壺、甕、須恵器の坏身が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 7 期後半（TK208 型

式併行期）に位置づけられる。

　カミノハナ 1 号墳　　上天草市松島町に所在する直径 13.2m の円墳で、内部主体は横穴式石室である。土
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器は石室内埋土から、須恵器の蓋坏、𤭯、器台、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（人物、鳥

形、器種不明）が存在する。集成編年 7期後半（TK208 型式併行期）に位置づけられる。

　京塚古墳　　和水町に所在する直径 22m（想定）の円墳で、内部主体は舟形石棺である。土器は周溝から、

土師器の甕、椀、須恵器の高坏、𤭯、壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（動物、人物）が

存在する。集成編年 8期前半（TK23 型式併行期）に位置づけられる。

　江田船山古墳　　和水町に所在する墳長 62m の前方後円墳で、内部主体は妻入横口式家形石棺である。土

器はクビレ部などの周溝から、須恵器の高坏、𤭯、器台、壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴

輪（蓋、家、馬）が存在する。集成編年 8期前半（TK23 型式併行期）に位置づけられる。

　石川山 8 号墳　　熊本市北区植木町に所在する直径 9m の円墳で、内部主体は石障系横穴式石室である。

土器は周溝から、須恵器の坏身、高坏、𤭯、壺、甕が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 8 期前半

（TK23 型式併行期）に位置づけられる。

　塚坊主古墳　　和水町に所在する墳長 43.4m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は周溝

から、須恵器の蓋坏、𤭯、器台、壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（蓋、家、馬）が存在

する。集成編年 8期後半（TK47 型式併行期）に位置づけられる。

　城ヶ辻 7 号墳　　玉名市に所在する直径 9m の円墳で、内部主体は竪穴系横口式石室である。土器は墳丘

上の土器集中地点から、土師器の壺、椀、高坏、須恵器の高坏が出土している。埴輪は存在しない。集成編

年 8 期後半（TK47 型式併行期）に位置づけられる。

　石川山 7 号墳　　熊本市北区植木町に所在する直径 10m の円墳で、内部主体は石障系横穴式石室である。

土器は周溝から、須恵器の坏身、𤭯、壺、甕が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 8 期後半（TK47

型式併行期）に位置づけられる。

　丸山 3 号墳　　熊本市南区城南町に所在する直径 13m の円墳で、内部主体は組み合わせ式の箱式石棺と想

定されている。土器は周溝内から、土師器の壺、甕、坏、須恵器の蓋坏、高坏、器台、壺が出土している。

埴輪は存在しない。集成編年 8期後半（TK47 型式併行期）に位置づけられる。

　カミノハナ 3号墳　　上天草市松島町に所在する直径 12m の円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器

は玄室内から、須恵器の蓋坏、甕が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 8期後半（TK47 型式併行期）

に位置づけられる。

　国越古墳　　宇城市不知火町に所在する墳長 63m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は

墳丘から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（人物、馬、器財な

ど）が存在する。集成編年 9期前半（MT15 型式併行期）に位置づけられる。

　物見櫓古墳　　氷川町に所在する墳長 62m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は墳丘ク

ビレ部から、須恵器の蓋坏、高坏、𤭯、器台、壺、甕、瓶類が出土している。このほか、陶質土器の有蓋把

手付鉢、𤭯、高坏、坏身、壺が存在する。埴輪は存在しない。集成編年 9 期前半（MT15 型式併行期）に位

置づけられる。

　姫ノ城古墳　　氷川町に所在する墳長 86m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室と考えられている。土

器は墳丘クビレ部から、須恵器の高坏、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（器財）が存在する。

このほか、蓋、石見型盾などの石製表飾がある。集成編年 9期前半（MT15 型式併行期）に位置づけられるが、

物見櫓古墳よりは若干時期は新しいと思われる。

　臼塚古墳　　山鹿市に所在する直径 28m の円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は玄室内や羨道部

から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は円筒埴輪が存在する。このほか、

武装石人の石製表飾がある。集成編年 9期後半（TK10 型式併行期）に位置づけられる。
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　木柑子フタツカサン古墳　　菊池市に所在する墳長 65m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。

土器は周溝内から、土師器の壺、甕、坏、高坏、須恵器の蓋坏、高坏、𤭯、壺、甕、瓶類が出土している。

埴輪は形象埴輪（人物）が存在する。このほか、蓋の石製表飾がある。集成編年 9期後半（TK10 型式併行期）

に位置づけられる。

　大坊古墳　　玉名市に所在する墳長 42.3m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は石室内

や墳丘から、土師器の壺、須恵器の蓋坏、高坏、甕、瓶類が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 9

期後半（TK10 型式併行期）に位置づけられる。

　中ノ城古墳　　氷川町に所在する墳長 102m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は墳丘

クビレ部から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、形象埴輪（人物、馬、

器財）が存在する。このほか、蓋の石製表飾がある。集成編年 9期後半（TK10 型式併行期）に位置づけられる。

　端ノ城古墳　　氷川町に所在する墳長 67m の前方後円墳で、内部主体は石棺式石室か横口式家形石棺と想

定されている。土器は開口部墳丘から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は

円筒埴輪、形象埴輪（人物、馬、鶏）が存在する。集成編年 9期後半（TK10 型式併行期）に位置づけられる。

　八代大塚古墳　　八代市に所在する墳長 56m の前方後円墳で、内部主体は不明である。土器はクビレ部墳

丘や周溝内から、土師器高坏、須恵器の蓋坏、高坏、器台、𤭯、壺、甕が出土している。埴輪は円筒埴輪、

形象埴輪（人物、家、短甲）が存在する。集成編年 9期後半（TK10 型式併行期）に位置づけられる。

　オブサン古墳　　山鹿市に所在する直径 22m の円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は石室の内外

から、須恵器の蓋坏、高坏、壺、甕が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 10 期（TK43 ～ 209 型式

併行期）に位置づけられる。

　花見塚古墳　　熊本市南区城南町に所在する墳長 31.7m の前方後円墳で、内部主体は横口式家形石棺が想

定されている。土器は周溝から、須恵器の蓋坏、高坏、𤭯、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は存在しな

い。集成編年 10 期（TK43 ～ 209 型式併行期）に位置づけられる。

　丸山 4 号墳　　熊本市南区城南町に所在する直径 26m の円墳で、内部主体は不明である。土器は周溝内か

ら、土師器の壺、甕、坏、高坏、須恵器の蓋坏、高坏、𤭯、壺、甕、横瓶が出土している。埴輪は存在しな

い。集成編年 10 期（TK43 ～ 209 型式併行期）に位置づけられる。

　椿原古墳　　宇土市に所在する墳長 19m の方墳と考えられており、内部主体は横穴式石室である。土器は

石室や周溝から、土師器壺、高坏、須恵器の蓋坏、高坏、𤭯、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は存在し

ない。集成編年 10 期（TK43 ～ 209 型式併行期）に位置づけられる。

　塚原平古墳　　宇城市不知火町に所在する直径 13.5m の円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は石

室内から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、𤭯、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は円筒埴輪が存在する。集

成編年 10 期（TK43 ～ 209 型式併行期）に位置づけられる。

　大野窟古墳　　氷川町に所在する墳長 122.8m の前方後円墳で、内部主体は横穴式石室である。土器は周

溝から、須恵器の蓋坏、高坏、器台、𤭯、壺、甕、瓶類が出土している。埴輪は存在しない。集成編年 10

期（TK43 ～ 209 型式併行期）に位置づけられる。

　以上が、今回ピックアップした各古墳における土器の様相である。これを一覧表にしたものが表 1 である。

つづいて、これを見ながら論を進めていきたい。

　2　熊本における古墳での土器使用状況

　前節や表 1 を見ると、土器の出土位置について、いくつかの古墳では石室内からの出土というものがある。
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図１　集成編年２期～７期の古墳出土土器の器種組成
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スリバチ山古墳
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須恵器 甕 須恵器 瓶類

土師器 底部穿孔壺

土師器 坏・椀

土師器 小型丸底壺 土師器 壺 土師器 甕
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須恵器 壺

須恵器 甕 須恵器 瓶類

図 1　集成編年 2期～ 7期の古墳出土土器の器種組成
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図２　集成編年８期～ 10 期の古墳出土土器の器種組成

大野窟古墳

塚原平古墳

椿原古墳

丸山４号墳

花見塚古墳

オブサン古墳

八代大塚古墳

端ノ城古墳

中ノ城古墳

大坊古墳

木柑子フタツカサン古墳

臼塚古墳

姫ノ城古墳

物見櫓古墳

国越古墳

カミノハナ３号墳

丸山３号墳

石川山７号墳

城ヶ辻７号墳

塚坊主古墳

石川山８号墳

江田船山古墳

京塚古墳

土師器 底部穿孔壷 土師器 小形丸底壷 土師器 壷 土師器 甕

土師器 坏・椀 土師器 高坏 土師器 器台 須恵器 蓋坏

須恵器 高坏 須恵器 須恵器 器台 須恵器 壷

須恵器 甕 須恵器 瓶類

土師器 底部穿孔壺

土師器 坏・椀

土師器 小型丸底壺 土師器 壺 土師器 甕

土師器 高坏 土師器 器台

須恵器 高坏 須恵器 𤭯𤭯 須恵器 器台

須恵器 蓋坏

須恵器 壺

須恵器 甕 須恵器 瓶類

図 2　集成編年 8期～ 10 期の古墳出土土器の器種組成
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しかし、各報告書などを読むと、石室内での出土例はほとんどが後世の混入で、墳丘祭祀で使用されたもの

が石室内に入り込んでいるものと考えられている。よって、これらの土器のほとんどが墳丘での祭祀に使用

された土器と考えて良いだろう。ただし、楠木山古墳の 1例は竪穴式石槨からの出土ということなので、墳

丘祭祀での使用品ではないと思われる。

　ここからは表 1を基に、時期による土器の変遷、器種の変遷、地域での差異について見ていきたい。

　（1）時期ごとに見る古墳における土器使用の変化

　表 1を基に、時期ごとの器種組成を示したグラフを作成した（図 1・2）。これらを基に見ていきたい。

　まず、集成編年 2期には弁天山古墳と楠木山古墳で、壺や甕が中心に使用されていることがわかる。壺形

埴輪の導入時期である。集成編年 2期は、熊本で一般的な古墳が築造され始めた時期であり、前方後円墳が

初めて築かれた。その時期の首長墳に最初から壺形埴輪が採用されていたということは、他地域から墳丘に

樹立するものとして壺形埴輪があるということを、情報として入手していたということがいえる。

　集成編年 3 期の天水大塚古墳と潤野 3号墳では、器種組成がまったく異なる。天水大塚古墳は壺形埴輪を

持つと共に壺が多いという点で集成編年 2期の古墳の状況と類似するが、潤野 3号墳は壺よりも高坏を多用

する傾向が認められる。これは古墳における土器使用の変化という意味で一つの画期であるかもしれない。

　集成編年 4 期になると、向野田古墳とスリバチ山古墳が築造されるが、双方とも土器の出土が少ないため、

土器の使用状況はよくわからない。ただ、スリバチ山古墳が壺形埴輪を持つことは、集成編年 2 期から続く

流れにそったものだと思われる。向野田古墳は壺のほかに円筒埴輪や朝顔形埴輪を持っている。熊本県内で

最初の円筒埴輪の導入である。

　集成編年 5 期では、院塚古墳が壺形埴輪を持つ。底部穿孔土器も出土したとされるが、おそらくこれは壺

形埴輪である可能性が高い。羽山塚古墳と丸山 7号墳でも底部穿孔壺が出土しているが、こちらは墳丘に樹

立された痕跡はない。院塚古墳は前方後円墳であるのに対し、羽山塚古墳と丸山 7号墳は円墳で首長墓クラ

スの古墳ではない。なお、長目塚古墳の壺形埴輪も、この時期のものである。また、古墳における底部穿孔

土器は、この時期で姿を消す。このほか、羽山塚古墳と丸山 7号墳では、従来通り壺形土器の使用は多いが、

それ以上に高坏の使用量が圧倒的に多くなっているという点が注目される。

　集成編年 7 期前半は、慈恩寺経塚古墳において最終段階の壺形埴輪が確認される。しかし、この壺形埴輪

は形状などがかなりイレギュラーなものであり、本来の壺形埴輪の使用は集成編年 5期までであったと考え

るのが妥当と思われる。そして、古墳での祭祀に須恵器が導入され始めるが、坏や高坏といった器種には土

師器が使用されており、甕や壺といった貯蔵具、そしてこれまで存在していなかった𤭯という飲み物を注ぐ

ための器種に須恵器が多く使用されている。ただし、長目塚古墳では高坏、器台といった須恵器も使用され

ており、熊本県内で須恵器を古墳祭祀に本格的に導入した初例としてとらえることができる。なお、宇城市

の松橋大塚古墳からコンパス文の施された高坏形器台が出土している。陶質土器の可能性もあるが、時期的

にはこの時期のものと考えられる資料である。まだ現時点では新聞発表されただけの未報告資料であるため、

ここではふれるだけにとどめる。

　集成編年 7 期後半は、どちらかというと須恵器が古墳使用土器の主体となっている。また、形象埴輪が使

用されるようになる。

　集成編年 8 期前半になると、古墳で使用される土器は完全に須恵器が主体となる。須恵器の様々な器種が

普遍的に使用されるようになり、土師器の使用はそれを補完するような様相を呈している。なお、蓋坏の使

用が少ない印象を受ける。

　集成編年 8 期後半も、須恵器が主体となっているが、一部古墳では土師器を多用する例もある。また、こ
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の時期から蓋坏が多用され、高坏よりも蓋坏をより多く使用する古墳が認められるようになる。その中でも、

丸山 3号墳の土師器坏の多さは特徴的である。

　集成編年 9 期前半には、ほぼ須恵器だけを使用するようになる。使用される量も増加し、中でも坏、高坏

などの小型器種の増加は顕著である。また、新器種の瓶類が導入され始める。

　集成編年 9 期後半になると、須恵器の使用量はさらに増加する。小型器種も増加するが、器台や壺、甕な

どの貯蔵器種の使用比率も増加している。須恵器生産地の増加や須恵器生産量の増加が関係しているものと

思われる。一部に土師器が使用されているが、やはり須恵器の不足分を補完するような目的で使用されてい

るようである。

　集成編年 10 期も須恵器が主体で、土師器は補完的に使用される。9 期後半からさらに小型器種の使用量

が増加する。これは熊本県内で須恵器生産地が増加したことも関係していると思われる。その中でも、高坏

の使用増が顕著である。ただし、この現象は熊本県央地域以南での状況といえる。

　（2）地域ごとに見る古墳における土器使用の変化

　ここまで、時期ごとに古墳における土器使用の変化を見てきたが、これを今度は地域ごとに見ていきたい。

なお、今回はピックアップできた古墳数もそれほど多くないのであまり細かく地域分けをしても傾向が見え

ないと思われたため、菊池川流域、熊本平野北部、阿蘇地域、熊本県央地域、天草地域の大きく 5 地域に分
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図３　古墳分布図と地域区分図

 1 天水大塚古墳
 2 院塚古墳
 3 竈門寺原１号墳
 4 慈恩寺経塚古墳
 5 高熊古墳
 6 石川山９号墳
 7 京塚古墳
 8 江田船山古墳
 9 石川山８号墳
10 塚坊主古墳
11 城ヶ辻７号墳
12 石川山７号墳
13 臼塚古墳
14 木柑子フタツカサン古墳
15 大坊古墳
16 オブサン古墳
17 羽山塚古墳
18 長目塚古墳
19 弁天山古墳
20 楠木山古墳
21 潤野３号墳
22 向野田古墳
23 スリバチ山古墳
24 丸山７号墳
25 琵琶塚古墳
26 丸山３号墳
27 国越古墳
28 物見櫓古墳
29 姫ノ城古墳
30 中ノ城古墳
31 端ノ城古墳
32 八代大塚古墳
33 花見塚古墳
34 丸山４号墳
35 椿原古墳
36 塚原平古墳
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図 3　古墳分布と地域区分図
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けることとした（図 3）。その地域ごとに並べ替えて作成したものが表 2である。また、表 2を基に、地域ご

との器種組成の変化がわかるようにグラフを作成した（図 4・5）。

　菊池川下流域　　当初は土師器の壺を多用しており、また壺形埴輪を樹立する古墳が多かったが、集成編

年 7 期前半で壺形埴輪はなくなる。同じく集成編年 7期前半に須恵器が導入されるが、従来使用していた土

師器の器種に、須恵器にしかない𤭯を付け加えるなど、この段階ではまだ土師器主体の器種構成であった。

また、この時期円筒埴輪が、そして次の集成編年 7期後半には形象埴輪が導入される。

　集成編年 7 期後半には土師器と須恵器の比率が変わらなくなり、集成編年 8期前半には須恵器が主体にな

る。その須恵器の器種構成を見ると、当初は高坏が多用されていたようであるが、徐々に蓋坏が主体となっ

ていく。特にこの様子がはっきりわかるのが和水町にある清原古墳群（京塚古墳、江田船山古墳、塚坊主古

墳、虚空蔵塚古墳の 4基からなる）で、集成編年 8期前半段階の京塚古墳、江田船山古墳では須恵器の蓋坏

がまったく存在せず高坏を使用していた状況であったものが、集成編年 8期後半の塚坊主古墳では高坏はほ

とんどなくなり蓋坏主体に変わる。しかし、この時期、城ヶ辻 7号墳ではまだ高坏主体である。

　その後、集成編年 9期以降には小型器種では完全に蓋坏が主体となっていく。なお、今回取り上げた古墳

を見ると、土師器・須恵器とも極端に多くの数が出土しているものは木柑子フタツカサン古墳くらいである。

他の古墳では、そこまで多くの数が出土しているわけではない。これは発掘調査の面積などによる部分も考

慮する必要があるが、菊池川流域では古墳での土器祭祀にそこまで多くの数の土器を使用していなかったの

ではないかという印象を受けた。

　熊本平野北部　　この地域の古墳に該当するのは羽山塚古墳のみだが、集成編年 5期に高坏を多量に使用

するという点は、熊本県央地域の丸山 7号墳と類似する特徴である。古墳での祭祀における土器の使用に関

して、熊本県央地域と何らかの思想的共通性があったことも考えられる。

　阿蘇地域　　この地域の古墳としては長目塚古墳だけだが、集成編年 7期前半で蓋坏が無く高坏が主体で

あることは、その前の段階で熊本平野北部や熊本県央地域で土師器の高坏が多く存在することとも関連があ

るかもしれない。また、𤭯の割合が極めて多いことは注目すべき点である。なお、古墳での須恵器の使用に

際し、様々な器種をまとめて取り入れた初例ともいえる。

　熊本県央地域　　熊本県央地域でも初めは壺や甕が主体であった。しかし、集成編年 3期の潤野 3 号墳で

高坏を多用するという状況が認められる。集成編年 4期は各古墳から土器の出土が少ないので詳細がわから

ないが、集成編年 5期の丸山 7号墳でも高坏の多用が認められる。集成編年 7期前半には須恵器が導入され

るが、それでも土師器の高坏を多用する状況は変わらない。なお、この時期の松橋大塚古墳には形象埴輪が

存在するということを調査担当者の神川めぐみ氏からうかがった。まだ整理中の資料であるが、熊本県央地

域で最も古い形象埴輪ということになるので記載しておく。集成編年 8期後半になると、須恵器の高坏が多

用されるようになる。しかし、丸山 3 号墳では土師器坏を 40 個体も使用する状況が認められるが、これは

この地域内でも極めて特異な例といえるだろう。

　集成編年 9 期以降は、基本的に須恵器が主体となる。その中でも、高坏を多用するという傾向が認められ

る。この状況は集成編年 10 期でさらに顕著となり、高坏の多用はこの地域の特徴であると思われ、その初

現は集成編年 3 期の潤野 3号墳にまでさかのぼるといってもいいかもしれない。なお、器台の使用率もこの

地域は高い。この高坏、器台といった供献用器種の多用は、他地域とは一線を画する。また、他地域と違っ

て古墳での土器の使用量が全体的に多い傾向が認められる（図 6）。特に、集成編年 5期以降はその傾向が顕

著である。

　天草地域　　この地域の古墳としては、カミノハナ 1・3 号墳だけだが、どちらも須恵器が主体である。

集成編年 7 期後半には蓋坏、器台、𤭯、甕があるが、集成編年 8期後半になると蓋坏が多用されている。
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図４　各地域の土器器種組成（１）
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図 4　各地域の土器器種組成 (1)
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図５　各地域の土器器種組成（２）
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図 5　各地域の土器器種組成 (2)
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図６　各地域の古墳出土土器の量
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図 6　各地域の古墳出土土器の量
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　（3）熊本県地域の古墳における土器使用についていえること

　これまで見てきたことをまとめたものが、表 3である。この中からいくつか特徴的なことを最後に述べて

おく。

　まず、2 ～ 4 期をとおして、古墳で主体的に使用されていた土器は、壺形土器である。これは底部穿孔土

器も含め、あるいは壺形埴輪も含められるものと考えられるが、古墳ではこのような器種を用いた祭祀や何

かが行われていたということが熊本県内では普遍的であったと考えられる。しかし、その中で潤野 3 号墳に

見られる高坏の多用はやや特異なものといえる。しかしながら、高坏は供献用の土器として一般的なもので

あり、この時期、他の古墳で使用されていないことの方が異質であるのかもしれない。なお、潤野 3 号墳で

見られる高坏を多量に使用するという行為は、熊本県央地域において集成編年 10 期まで継続してみられる

ものとなる。「はじめに」でも書いたような熊本県北部と熊本県央地域以南の器種構成の差の要因が、ここ

までさかのぼる可能性もあるのではないだろうか。

　この熊本県北部と熊本県央地域以南の器種構成について、筆者はずっと菊池川流域（県北地域）では蓋坏

文化圏、県央地域以南は高坏文化圏のような状況であるという考えを持っていた。しかし、時期を追って検

討してみると、菊池川流域でも集成編年 8 期前半のように高坏が主体の時期もあり、それが次の集成編年 8

期後半になると蓋坏が主体に変化するという状況が見て取れた。この変化がどういう要因に起因するのか、

今後考えていかねばならない。だが、菊池川流域だけでなく、天草地域も集成編年 8期後半には蓋坏が主体

集成
編年

菊池川流域 熊本平野北部 阿蘇地域 熊本県央地域 天草地域

２期
・壺や甕を使用
・壺形埴輪採用
・底部穿孔壺使用

３期
・壺形埴輪採用
・底部穿孔壺使用

・高坏の多量使用

４期
・円筒埴輪採用
・壺形埴輪使用終了

５期
・壺形埴輪樹立
・底部穿孔壺使用終了

・高坏を多量に使用
・底部穿孔壺使用終了

・壺形埴輪採用
　（長目塚古墳のみ）
・円筒埴輪採用

・高坏の多量使用
・土器の多量使用
・底部穿孔壺使用終了

６期

７期
前半

・円筒埴輪採用
・壺形埴輪使用終了
・一部器種に須恵器を
　使用開始

・須恵器の使用開始
・須恵器中心の器種組成
・𤭯の多量使用

・陶質土器使用
・一部器種に須恵器を使用
開始

・窖窯焼成の円筒埴輪採用
・形象埴輪の採用

７期
後半

・窖窯焼成の円筒埴輪採用
・須恵器使用が本格化
・形象埴輪の採用

・窖窯焼成の円筒埴輪採用
・須恵器の使用開始
・形象埴輪の採用

８期
前半

・須恵器中心の器種組成に
変化

・小型器種は高坏が主体

８期
後半

・小型器種は蓋坏が主体 ・須恵器中心の器種組成
・小型器種は高坏が主体
・土器の多量使用

・小型器種は蓋坏が主体

９期
前半

・小型器種は高坏が主体
・土器の多量使用
・形象埴輪の採用

９期
後半

・小型器種は蓋坏が主体
・一部古墳で土器を多量使
用

・埴輪使用終了

・小型器種は高坏が主体
・器台の多用

10期

・小型器種は蓋坏が主体 ・須恵器使用量の急増
・小型器種は高坏主体
・器台の多用
・円筒埴輪使用終了

表 3　各地域の古墳出土土器の諸要素
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の器種構成になるということもあり、熊本県央地域が高坏主体から蓋坏主体へという器種構成の変化が起

こっていないということも考えられるのである。なお、宇野隆夫氏は「5世紀末以後（須恵器 TK47 型式以後）

になると、倭の食器は大きく変化した。西日本は各地において須恵器生産が活発化すると共に須恵器蓋坏が

普及傾向にあった」と指摘している［宇野 1999］。これは集落などでの食器の変遷について述べられたもの

であるが、このことは古墳で使用された土器の器種構成にもいえるのではないだろうか。そうすると、熊本

県央地域の人々は古墳において蓋坏を多用せず、高坏をより多く使い続けるということを行っており、高坏

という器種に何らかの強い思いを持っていたということがいえるだろう。この高坏をこよなく愛するという

思想は何によるものか。これに関しては、県外の他地域の状況も検討して考える必要がある。

　器種構成の面から見ると、墳形や埋葬施設などの差によって、使用されていた土器に格差があるようなこ

とは特に認められない。強いていえば、前方後円墳における器台の使用率・使用数が他の墳形よりも多いと

いうことがいえるような傾向が認められる。古墳や被葬者の階層に応じた古墳使用土器の選択性については、

佐々木好直氏［1988］や寺前直人氏［2005］らの先行研究があるが、このようなことは熊本県域では現在の

ところほとんど確認できないといえる。なお、形象埴輪を持つ古墳では、土器は須恵器のみしか使用しない

古墳が多いことは、一つの特徴といえるかもしれない。

　つづいて古墳での須恵器使用の導入についてであるが、これは集成編年 7期前半に熊本県内の主だったと

ころでほぼ同時期に行われたことだったようである。しかし、その導入の様相は異なっている。竈門寺原 7

号墳や琵琶塚古墳では𤭯や壺・甕などの貯蔵機能を持つような一部器種のみ須恵器が導入されているが、長

目塚古墳では高坏、器台、𤭯、甕、壺などほぼ一式すべての器種が揃って導入されている。この違いはいっ

たい何であろうか。長目塚古墳はそれまで大きな首長墳が存在しなかった地域に突然現れた巨大前方後円墳

である。須恵器のまとまった導入は、そういう古墳の出現背景とも何らかの関係があるかもしれない。また、

他の時期も含めて考えてみても、長目塚古墳では𤭯が極端に多い器種組成である。ここまで𤭯に特化した器

種組成の古墳は、熊本県内では他にない。なお、白澤崇氏は、須恵器の器種構成を 4類型に区分し、他の副

葬品との比較を行うことから、𤭯を頂点とした須恵器副葬の階層性を主張している［白澤 1998a・b］。長目

塚古墳で𤭯が多量に出土することと通じるところがあるかもしれない。これに関しても、県外などの様相と

比較して検討していくことが必要であろう。

　最後に土器の使用量の差異について述べると、先述したように、熊本県央地域では一古墳で土器を大量に

使用する傾向がある。これは特に集成編年 9 期後半から 10 期にかけて認められる。この時期、熊本県央地

域では須恵器生産を行っているのに対し、菊池川流域や他の地域では須恵器生産は一部を除いてほとんど行

われておらず、他地域から須恵器の供給を受けている状況である。こういった地域における生産性の差が古

墳における土器の使用量にも影響したのではないか。こういったところは須恵器の生産地が近いところにあ

る古墳と、須恵器生産を行っていない地域の古墳のあり方などを検討し、比較してみることが重要であろう。

ただ、感覚的には、須恵器生産の有無から来る違いではないように思う。

　おわりに

　古墳で使用される土器の様相を、時期ごと、地域ごとに見てきたが、地域によっては検討に耐えうる資料

が少なく、ほとんどその様相が判明できない状況である。ただ、菊池川流域と熊本県央地域については一定

の流れを追いかけ、その比較を行うことができ、古墳における土器使用の様相の相違点なども抽出できたも

のと思われる。しかし、それが古墳で行われた祭祀とどう結びつくのか、その精神性が何であったのかとい

うところまでは、まだまだ今の資料だけでは至ることができなかった。
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　なお、今回は横穴墓に関しては対象としなかった。横穴墓からも特に羨道部分から多量の土器が出土する

事例が多くある。これに関しても、古墳と同じような傾向があるのかどうか、検討する必要があろう。

　また、熊本県内の事例だけでなく、他地域、特に隣接する福岡、大分、佐賀などの状況もふまえて検討す

ることで、より一層明らかになるものがあると思われる。これらは今後の課題として検討していきたい。
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